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2むつ市議会 だより

条
例
改
正
の
ほ
か
に
、
引
き
継
ぐ
べ
き
も
の
や
、
進
め
て
い
る
事
案
等
は
あ
る

の
か
。

No.32　令和７年１月号

議
案
第
82
号
　
む
つ
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Zoom 1

重
症
病
に
つ
い
て
は
１
か
月
以
上
の
入
院
と
い
う

こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

議
案
第
86
号　

む
つ
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

      

青
森
県
内
の
保
険
料
統
一
に
向
け
た
第
一
歩

この議案でむつ市の何が変わるのか。
「注目の議案に ズームイン！！」

　

自
治
体
に
よ
る
単
独
支
援
は

                    　

県
内
で
は
13
番
目

◎ 

議
案
審
査

正
津
川
小
学
校
を
大
畑
小
学
校
に
統
合

議
案
第
84
号
　
む
つ
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
理
念
等
の
引
き
継
ぎ
へ

問答

問答問答

議
案
第
１
０
４
号
　
令
和
６
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

Zoom ２

条
例
が
公
布
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
制
度
が
開
始
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

入
院
通
院
に
関
わ
ら
ず
１
か
月
以
上
の
療
養
が
必

要
と
と
医
師
が
診
断
し
た
も
の
に
よ
る
。

告
示
日
に
施
行
と
い
う
こ
と
で
、
告
示
日
の
事
件

発
生
分
か
ら
該
当
に
な
る
。

議
案
第
83
号
　
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

遺
族
見
舞
金
30
万
円

　

           　

重
症
病
見
舞
金
10
万
円
を
支
給

　

２
人
以
上
の
世
帯
で

                         

負
担
額
が
減
少
に

問答

Zoom ３

こ
の
度
の
改
定
に
よ
り
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
。

将
来
的
に
保
険
料
率
の
県
内
統
一
に
向
け
行
う
も

の
で
、
市
町
村
間
の
差
異
を
解
消
す
る
た
め
、
算

定
方
式
を
３
方
式
に
統
一
す
る
た
め
の
も
の
。
被

保
険
者
の
税
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
前
提
に

し
て
お
り
、
２
人
以
上
の
世
帯
で
減
額
と
な
る
。

学
校
の
統
合
に
当
た
っ
て
は
、正
津
川
小
学
校
の
理
念
や
備
品
等
も
含
め
、様
々

な
準
備
を
学
校
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

令
和
７
年
４
月
か
ら

正津川小学校

正津川小学校閉校記念式典（11 月９日）



3 むつ市議会 だより

No.32　令和７年１月号

産
業
政
策
部
を
２
つ
に
分
け
る
理
由
と
連
携
は
と
れ
る
の
か
。

な
ぜ
？
市
役
所
部
再
編
！

議
案
第
82
号
　
む
つ
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　

再
編
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

問答

この議案でむつ市の何が変わるのか。
「注目の議案に ズームイン！！」

Zoom ４
※ 

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
議
案
も
含
め
、
各
議
案
の
議
決
結
果
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問答

議
案
第
１
０
４
号
　
令
和
６
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

               　

   

事
業
計
画
へ
の
影
響
は
？

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
セ
ン
タ
ー

        　
国
庫
補
助
金
１
１
４
０
万
円
減
額

国
庫
補
助
額
が
減
額
に
な
っ
た
理
由
と
事
業
へ
の

影
響
は
。

問答

　   デジタル防災センター完成予想図

国
と
の
協
議
に
よ
り
、
一
部
が
国
庫
補
助
の
対
象

外
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
財
源
を
地
方
債
に
振
り
替

え
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
影

響
な
い
。

         

７
２
３
万
６
０
０
０
円
の
増
額
補
正

　

合
併
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え

     　

        

当
初
の
想
定
を
上
回
る

浄
化
槽
設
置
整
備
助
成
事
業
費
が
増
額
に
な
っ
て

い
る
が
そ
の
要
因
は
。

問答

単
独
浄
化
槽
を
合
併
浄
化
槽
へ
設
置
替
え
す
る
際

の
補
助
金
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
１
日
か
ら
開
始

し
た
事
業
で
あ
る
が
、
申
請
件
数
が
当
初
の
想
定

を
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
増
額
補
正
と
な
っ
た
。

都
市
整
備
部
と
建
設
技
術
部
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

組 織 再 編 の 概 要

農 林 水 産 部 商 工 観 光 部

産 業 政 策 部
変 更 点 １

ま ち づ く り 推 進 部

都 市 整 備 部 建 築 技 術 部

こ ど も み ら い 部

子 ど も み ら い 部

市
で
は
、
土
木
・
建
築
技
術
者
の
不
足
の
課
題
か
ら
、
令
和
3
年
度
に
全
庁

に
分
散
し
て
い
た
技
術
者
職
員
を
集
約
し
、
建
設
技
術
部
を
設
置
し
、
建
設

事
業
を
効
率
的
か
つ
円
滑
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
都
市
計
画
、

道
路
・
橋
梁
管
理
、
住
宅
政
策
、
用
地
を
所
管
す
る
都
市
整
備
部
は
、
所
管

の
事
業
に
お
い
て
、
建
築
技
術
部
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
１
つ

の
部
へ
統
合
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
最
大
限
に
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
政
策
部
を
農
林
水
産
部
及
び
商
工
観
光
部
の
２
つ
に
分
け
る
と
い
う
こ

と
で
、
第
一
次
産
業
と
第
三
次
産
業
を
明
確
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
部
横
断

的
な
業
務
に
関
し
て
は
、
各
部
長
の
指
揮
の
下
、
連
携
し
て
協
議
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

分 岐

統 合

名称変更

変 更 点 ２

変 更 点 ３

災害対策本部室

多目的ホール廊下

多目的ホール

Zoom  ５

（ 令 和 ７ 年 ４ 月 か ら ）



4むつ市議会 だより

No.32　令和７年１月号　

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
コ
ス
ト

面
の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

避
難
所
運
営
の
受
付
業
務
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
と
し
て
は
、
ア
プ
リ

を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、

機
械
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
た

り
、
様
々
な
解
決
策
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
導
入
に
よ
り
多

額
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
ど
ん
な
方
法
が
当
市
に
と
っ

て
望
ま
し
い
か
現
在
検
討
し
て
い

ま
す
。
現
在
検
討
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
は
、
市
公
式
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

投
函
漏
れ
が
発
生
し
た
根
本

的
な
原
因
は
何
か
伺
う
。

追
加
で
届
い
た
不
在
者
投
票

を
処
理
し
、
投
函
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
他
の
作
業
も
進
め
て
い
た

た
め
、
一
時
保
管
し
た
投
票
用
紙

の
投
函
を
失
念
し
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
と
、

各
地
区
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

拠
点
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。　

各
地
区
の
課
題
の
把
握
、
そ

の
解
決
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
区

の
方
々
や
団
体
等
と
連
携
し
た
取

組
が
効
果
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

各
地
区
の
団
体
等
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
受

入
体
制
の
強
化
及
び
配
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

福
祉
や
子
育
て
と
い
っ
た
専

門
性
の
高
い
相
談
に
関
す
る
窓
口

で
の
対
応
の
行
き
違
い
を
回
避
す

る
た
め
、
相
談
者
の
許
可
を
得
る

こ
と
を
前
提
に
、
相
談
内
容
を
行

政
側
で
録
音
を
す
る
な
ど
の
対
応

策
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解

は
。全

て
の
窓
口
に
録
音
機
能
装

置
を
導
入
す
る
費
用
対
効
果
な

ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
と
と
も
に
、
行
き
違
い
防
止

の
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
や

相
談
内
容
の
記
録
の
徹
底
、
複
数

の
職
員
で
対
応
す
る
な
ど
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（無会派）
杉浦弘樹 議員が問う

各 地 区 の 活 性 化 策

一般質問
議員から独自の視点で質問・提案する一般質問 
今回は１4 人が登壇14 の視点

（公明・自由）
住吉 年広 議員が問う

Ｑ

避 難 所 運 営 Ｄ Ｘ

避
難
所
運
営
Ｄ
Ｘ

P.4

浅利
　 竹二郎

櫻田 秀夫井田 茂樹村中 浩明 佐藤　 武 住吉 年広佐藤 広政佐賀 英生 野中 貴健高橋 征志中村 正志 杉浦 弘樹富岡 直哉 工藤 祥子

各
地
区
の
活
性
化
策

P.4

教
育
の
現
状
と
展
望

P.5

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線

P.5

新
時
代
へ
の
取
組

P.5

5
年
で
４
件
の
火
災

P.5

下
北
地
区
統
合
校

保
険
証
・
国
保
減
免

P.6

海
外
進
出
！

P.6

防
衛
産
業
の
振
興

P.6

ジ
オ
全
国
大
会
成
果

P.7

除
雪
業
者
の
参
入
は

P.7

学
校
図
書
私
費
負
担

P.7

学
び
の
多
様
化

P.7

ホームページでは一般質問を音声でお聴きいただけます →
　

P.6

Ａ

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ



5 むつ市議会 だより

　No.32　令和７年１月号

当
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
現
状
と
課
題
は
？

特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒

は
、
通
常
学
級
で
も
、
必
要
な

支
援
を
受
け
共
に
学
ん
で
い
る
。

「
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
」（
な
く
て
は
困
る
支
援
等
）

を
取
り
入
れ
、
学
び
の
充
実
感
を

得
る
た
め

の
授
業
改

善
を
重
ね

て
い
る
が
、

現
状
、
教

職
員
の
人

材
確
保
が

課
題
で
あ

る
。校

務
改
善
と
教
育
改
革
（
午
前

５
時
間
授
業
）に
つ
い
て
伺
う　

　

週
１
日
定
時
退
勤
日
を
設
定

し
、
校
務
改
善
ソ
フ
ト
の
導
入
等

に
よ
り
、
教
職
員
の
勤
務
時
間
は

確
実
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
午
前
５
時
間
授
業
」は
、
文
部
科

学
省
研
究
開
発
学
校
の
取
組
だ

が
、
当
市
は
、
学
区
外
通
学
の
家

庭
や
遠
方
か
ら
通
う
教
職
員
の
負

担
等
を
考
慮
し
、
実
施
し
て
い
る

学
校
は
な
い
が
、
先
進
的
に
取
り

組
む
全
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
引
き
続
き
、
研
究
し
て
い
く
。

（公明・自由）
櫻田秀夫 議員が問う

教育の現状と展望
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の
代
替

手
段
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明

を
。補

完
的
な
役
割
を
担
う
の
は

「
音
声
配
信
ア
プ
リ
」で
、
防
災
無

線
の
対
象
エ
リ
ア
以
外
の
方
で

も
、
ス
マ
ホ
に
専
用
ア
プ
リ
を
登

録
し
て
い
れ
ば
、
無
線
の
放
送
内

容
が
流
れ
て
き
ま
す
（
令
和
７
年

１
月
運
用
開
始
）。
町
内
会
の
放

送
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
希
望

調
査
を
行
い
、
２
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
操
作
説
明
会
を
開
催
し
、

運
用
開
始
予
定
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
目

指
す
と
は
、
男
性
も
女
性
も
多
様

な
性
を
も
つ
人
も
障
が
い
の
あ
る

人
も
、
差
別
な
く
平
等
に
尊
厳
を

も
っ
て
生
き
る
社
会
を
め
ざ
す
こ

と
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

で
日
本
は
１
４
６
カ
国
の
中
で

１
２
５
位
（
23
年
）と
低
い
国
で

す
。
取
組
の
現
状
は
。
ま
た
青
森

県
で
導
入
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
の
周
知
は
。

市
職
員
の
女
性
比
率
34
％
、

管
理
職
の
比
率
23
％
。
会
計
年
度

任
用
職
員
の
比
率
は
71
％
。
県
導

入
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
る
。

（無会派）
工藤祥子 議員が問う

デ ジ タ ル 防 災 無 線

ス
キ
ー
場
・
リ
フ
ト
の
通
年

利
用
と
誘
客
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

リ
フ
ト
の
通
年
利
用
に
は
全

体
構
造
の
改
修
・
人
件
費
・
維
持

管
理
経
費
な
ど
が
新
た
に
発
生
す

る
の
で
難
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
通
年
で
の
誘
客
に
つ
い
て
は

周
辺
に
多
く
の
観
光
資
源
が
点
在

し
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
市
内
の

活
性
化
に
繋
が
る
の
で
関
係
課
と

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。減

少
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
額
増
収
に
向
け
た
新
た
な
取
組

と
し
て
大
相
撲
の
懸
賞
旗
を
提
案

す
る
が
ど
の
様
に
お
考
え
か
伺

う
。増

収
に
向
け
、
い
た
だ
い
た

ア
イ
デ
ア
も
参
考
と
し
な
が
ら
、

地
域
事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
新

た
な
視
点
で
の
返
礼
品
の
開
発
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
効
果
的
な

広
報
手
法
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（自民クラブ）
井田茂樹 議員が問う

新 時 代 へ の 取 組
ご
み
袋
が
有
料
化
に
な
っ
て

来
年
度
で
30
年
に
な
る
け
ど
、
削

減
効
果
は
あ
っ
た
の
？

平
成
17
年
度
と
令
和
4
年
度

の
比
較
で
は
、
一
人
一
日
当
た
り

約
１
４
４
ｇ
減
少
し
て
お
り
、
市

民
の
皆
様
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み

分
別
等
の
ご
協
力
が
減
少
に
繋

が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

ご
み
収
集
車
の
車
両
火
災
の

報
道
を
た
ま
に
見
か
け
る
け
ど
、

む
つ
市
で
も
あ
る
の
？

直
近
の
５
年
で
４
件
発
生
。

原
因
は
？

一
例
で
、
中
身
が
残
存
し
た

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
を
パ
ッ
カ
ー
車
で
巻
き
込
ん

だ
際
に
、
火
花
が
発
生
し
残
存
し

た
ガ
ス
に
引
火
し
て
発
生
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。

パ
ッ
カ
ー
車
で
は
な
く
、
平

ボ
デ
ィ
ー
ト
ラ
ッ
ク
で
収
集
す
る

方
法
も
あ
る
が
？

効
率
的
且
つ
安
全
な
方
法
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

（市誠クラブ）
野中貴健 議員が問う

５ 年 で ４ 件 の 火 災

◎ 

一
般
質
問

ＱＡ

ＱＡ
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No.32　令和７年１月号

青
森
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、

下
北
地
区
統
合
校
に
つ
い
て
、
11

月
27
日
に
要
望
書
を
提
出
し
た
際

に
、
風
張
県
教
育
長
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
の
か
。　

令
和
７
年
度
に
設
置
す
る
開

設
準
備
委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
特
色
あ
る
教
育
活

動
、
部
活
動
等
に
関
す
る
要
望
に

つ
い
て
は
開
設
準
備
委
員
会
に
つ

な
い
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
開

設
準
備
委
員
会
で
の
検
討
事
項
以

外
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
青
森
県
立
高
等
学
校

魅
力
づ
く
り
検
討
会
議
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
で
対

応
し
て
い
く
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
統
合
校
が
地
域
の
こ
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学
校
と

な
る
よ
う
に
着
実
に
準
備
を
進
め

て
い
き
、一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
と
も
に
良
い

学
校
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
の

前
向
き
な
発
言
を
い
た
だ
い
た
。

（陸奥未来）
富岡直哉 議員が問う

下 北 地 区 統 合 校
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
解
除

は
受
け
付
け
て
い
る
の
か
、
手
続

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

登
録
解
除
は
開
始
し
て
い
る
。

登
録
解
除
に
は
、
解
除
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
あ
り
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
、
国
保

年
金
課
又
は
各
庁
舎
で
手
続
し
て

ほ
し
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
解
除
し
な

い
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
返

納
し
た
場
合
、
保
険
証
は
ど
う
な

る
の
か
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き

な
く
な
る
。
返
納
は
市
民
課
や
各

庁
舎
の
窓
口
で
の
返
納
手
続
き

後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、
各

保
険
者
に
情
報
提
供
さ
れ
、
申
請

す
る
こ
と
な
く「
資
格
確
認
書
」が

交
付
さ
れ
る
。「
資
格
確
認
書
」が

届
く
ま
で
に
日
数
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制

度
に
つ
い
て
。

減
免
申
請
書
を
提
出
し
、
内

容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
。
減
免

の
相
談
は
丁
寧
に
対
応
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。納
付
困
難
な
場
合
は
、

ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
。

（無会派）
佐藤 武 議員が問う

保 険 証 ・ 国 保 減 免

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
市

長
の
所
感
と
今
後
の
展
開
は
。　

　

 

「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」の
一
番

の
効
果
は
市
長
自
ら
相
手
方
の 

経
済
団
体
や
企
業
、
さ
ら
に
は 

自
治
体
の
ト
ッ
プ
の
方
と
、「
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ　

ｔ
ｏ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
」で
お

互
い
の
こ
れ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー

や
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語

り
合
い
、
価
値
観
を
す
り
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
担
当
者
同
士
の
セ
ー

ル
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
商
談
と

比
べ
、
よ
り
深
く
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
よ
り
強
く
攻
め
込
む
セ
ー

ル
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
成
長
さ
せ

る
た
め
、
今
年
度
の
取
組
を
継

続
・
発
展
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
市
の
認
知
度
の
向
上
、
特
産
品

の
取
引
件
数
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
・
消
費
額
の
増
加
に
つ
な
が

る
事
業
を
実
施
し
、
い
ず
れ
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
む
つ
市
が

「
稼
げ
る
地

域
」へ
成
長

す
る
こ
と

を
念
頭
に

事
業
を
展

開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（市誠クラブ）
佐藤広政 議員が問う

海 外 進 出 ! !
む
つ
市
に
お
け
る
大
湊
地
方

総
監
部
が
執
行
す
る
人
件
費
を
含

め
た
総
額
は
い
く
ら
か
。

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る

大
湊
地
方
総
監
部
の
執
行
額
は

９
３
億
円
、
こ
れ
に
防
衛
省
本
省

が
支
出
す
る
大
湊
地
区
勤
務
隊
員

の
人
件
費
約
１
６
２
億
円
を
合
計

す
る
と
約
２
５
５
億
円
に
な
る
。

そ
の
内
、
艦
船
修
理
費
の
総

額
と
市
の
執
行
分
は
い
く
ら
か
。

令
和
５
年
度
に
艦
船
修
理
に

関
し
て
の
契
約
金
額
の
総
額
は
、

１
６
３
億
２
千
万
円
で
そ
の
内
む

つ
市
内
契
約
分
は
、
８
億
６
千
万

円
、
全
体
の
５
％
程
度
。

艦
船
修
理
費
の
む
つ
市
執
行

分
は
わ
ず
か
５
％
で
あ
る
。
1
万

ト
ン
ド
ッ
ク
を
活
用
し
た
艦
船
修

理
費
の
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
の
認
識
は
。

１
万
ト
ン
ド
ッ
ク
の
拡
充
が

図
ら
れ
る
こ
と
は
、
地
元
企
業
の

受
注
機
会
の
増
加
や
護
衛
艦
に
所

属
す
る
隊
員
の
流
出
防
止
な
ど
に

寄
与
す
る
も
の
と
認
識
す
る
。

正
常
な
状
態
で
艦
船
修
理
を

実
施
す
る
た
め
に
は
大
型
ク
レ
ー

ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。

大
型
ク
レ
ー
ン
設
置
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

（自民クラブ）
浅利竹二郎 議員が問う

防 衛 産 業 の 振 興

◎ 

一
般
質
問
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ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
下
北

大
会
の
成
果
は
。

地
域
内
外
か
ら
７
６
０
名
が

参
加
。
ま
た
地
域
の
小
・
中
・
高

校
の
児
童
・
生
徒
１
、３
６
４
名

が
参
加
し
、
そ
の
う
ち
口
頭
発
表

が
10
校
、ポ
ス
タ
ー
発
表
が
29
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

７
校
１
３
１
名
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
。
大
会
３
日
間
の
来
場
者

は
約
１
２
、５
０
０
人
だ
っ
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の
取
組
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の

か
。既

存
事
業
を
継
続
す
る
ほ
か
、

全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
地
域
の
学
校

と
交
流
し
た
取
組
も
検
討
し
て
い

く
。
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
、
下
北

が
世
界
に
誇
れ
る
地
域
と
な
る
よ

う
力
を
注
い
で
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の
取

組
は
。

人
気
の
高
い
返
礼
品
の
お
米

に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
方
々
へ

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
脇
野
沢

地
区
で
の
青
森
サ
ー
モ
ン
の
養
殖

を
開
始
し
て
い
る
企
業
に
対
し
、

今
後
の
商
品
化
を
見
据
え
、
返
礼

品
と
し
て
提
供
を
依
頼
し
て
お

り
、
引
き
続
き
交
渉
を
進
め
て
い

く
。

（陸奥未来）
村中浩明 議員が問う

ジオ全国大会成果
除
雪
事
業
の
新
規
参
入
方
法

は
。除

雪
事
業
を
実
施
す
る
生
活

道
路
は
、
幅
員
等
の
事
情
に
よ
り

作
業
条
件
が
異
な
り
、
市
民
生
活

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
機
械
の
保
有

数
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数
の
ほ

か
、
路
線
の
熟
知
度
も
総
合
的
に

勘
案
し
た
上
で
業
者
選
定
し
て
い

る
。
道
路
除
雪
に
対
応
可
能
な
体

制
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

各
地
区
ご
と
で
会
議
を
実
施
し
路

線
調
査
を
行
い
ま
す
。
申
し
入
れ

時
期
に
よ
り
そ
の
年
度
の
参
入
は

難
し
い
場
合
も
あ
る
。
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
制
度
の
見
直
し
を

考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

非
常
時
の
国
の
指
示
権
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
、
近

年
の
非
常
事
態
に
お
い
て
国
と
地

方
公
共
団
体
の
間
で
生
じ
た
諸
課

題
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
甚

大
災
害
対
応
に
お
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
の
み
で
は
対
応
が
困
難

で
あ
る
場
合
な
ど
に
顕
在
化
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

（市誠クラブ）
佐賀 英生 議員が問う

除 雪 業 者 の 参 入 は

◎ 

一
般
質
問

図
書
室
に
あ
る
学
校
図
書
は
、

本
来
公
費（
行
政
の
予
算
）で
購
入

す
べ
き
も
の
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
保
護
者
か
ら
徴
収
し
た
私

費（
諸
費
）で
図
書
を
購
入
し
て
い

る
学
校
が
あ
る
こ
と
を
、
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

学
校
図
書
は
公
費
で
購
入
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
の
学

校
に
お
い
て
は
、
よ
り
充
実
し
た

学
校
図
書
環
境
の
実
現
の
た
め
、

保
護
者
の
理
解
の
も
と
、
私
費
の

徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

私
費
で
の
図
書
購
入
を
や
め

る
よ
う
、
教
育
委
員
会
か
ら
学
校

へ
指
導
で
き
な
い
か
。

私
費
に
よ
る
学
校
図
書
購
入

は
、
保
護
者
の
理
解
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
保
護
者
に
し
っ
か

り
と
説
明
し
、
理
解
を
得
た
上
で

行
う
よ
う
、
学
校
へ
伝
え
る
。

文
部
科
学
省
は
「
住
民
の
税
外

負
担
の
解
消
の
観
点
か
ら
安
易
に

保
護
者
等
に
負
担
転
嫁
を
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
」と
、
平
成

24
年
に
通
知
を
出
し
て
い
る
。
保

護
者
か
ら
集
め
た
私
費
で
学
校
図

書
を
購
入
す
る
の
を
や
め
、
そ
の

分
を
公
費
で
負
担
で
き
な
い
か
。

予
算
措
置
を
検
討
す
る
。

（無会派）
高橋征志 議員が問う

学 校 図 書 私 費 負 担
全
国
的
に
不
登
校
の
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
が
、
む
つ
市

の
現
状
は
ど
う
か
。

令
和
５
年
度
、
当
市
の
不
登

校
の
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校

36
名
、
中
学
校
１
１
２
名
、
計

１
４
８
名
で
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
小
学
校
で
12
名
、
中
学
校

で
40
名
、
合
計
で
52
名
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

む
つ
市
で
の
不
登
校
支
援
は

ど
の
様
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る

か
。　市

内
小
中
学
校
で
は
、
現
に

不
登
校
状
態
の
児
童
生
徒
へ
の
対

応
の
ほ
か
、
新
た
な
不
登
校
を
生

ま
な
い
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
む

つ
市
教
育
相
談
室
で
、
児
童
生
徒

と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
教
育
相

談
や
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

今
年
度
よ
り
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用

し
た
不
登
校
支
援
を
行
っ
て
お

り
、現
在
41
名
が
登
録
し
て
い
る
。

（自民クラブ）
中村正志 議員が問う

学 び の 多 様 化

No.32　令和７年１月号

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ
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No.32　令和７年１月号

使用

関
に

す
る

査
検
討
特
別

員
委

会

50
年
間
貯
蔵
の
起
点
と
な
る
日
は
？

起
点
日
は
、
搬
入
を
さ
れ
た
９
月
26
日
と
な
る
。

問答
● 

50
年
間
の
貯
蔵
の
起
点
日
は
？

報
告
に
対
す
る
質
疑

● 

事
業
開
始
が
遅
れ
た
影
響
は
？

事
業
開
始
時
期
が
当
初
の
予
定
か
ら
ず
れ
た
こ
と
に
よ

る
市
政
へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

開
始
時
期
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
安
全
最
優
先
に
こ
れ
ま
で

も
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
を
事
業
者

に
伝
え
て
い
た
の
で
、
市
政
へ
の
影
響
は
な
い
。

問答
● 

今
年
の
税
収
見
込
み
は
？

今
年
の
税
収
見
込
み
は
。

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
４
か
月
分
を
計
上
し
た

２
４
８
万
円
と
な
る
。

問答

調

● 

税
収
の
使
い
道
は
？

使
用
済
燃
料
税
の
使
い
道
は
。

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
と
し
て
「
産
業
の
振
興
」

「
子
育
て
政
策
」に
関
す
る
要
望
が
多
か
っ
た
。ま
た「
防

災
安
全
対
策
」等
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
政
策
や
事
業
に
税
収
を
今
後
充
当
し
て
い
く
。

問答

前回の委員会からの主な経緯
８月２２日

  使用済燃料中間貯蔵施設に関する
　　　 調査検討特別委員会の開催
 ・安全協定について市から報告を受ける

９月２６日

リサイクル燃料備蓄センターへの
　　　  １基目の金属キャスク搬入
 ・柏崎刈羽原子力発電所から使用済燃料を収納した
     金属キャスクが搬入される
 ・ 市および青森県の担当部局において、安全協定に
    基づく立入調査を実施

１１月６日

  ＲＦＳが原子力規制委員会から
　　　　　　   使用前確認証を受領  

１１月７日

 ＲＦＳ、東京電力ＨＤ、
 日本原子力発電による事業開始報告
・青森県知事およびむつ市長による貯蔵建屋の視察を
　実施し、使用済燃料が収納された金属キャスクの
　保管状況を確認
 ・ 同日、青森県知事およびむつ市長がＲＦＳ、東京電   
    力 HD、日本原子力発電による事業開始報告に対応

●  荷揚場岸壁における作業・検
　  査状況、陸上輸送状況につい 
      て調査し、一連の作業が法令 
      の遵守のもとに安全に終了し
      たことを確認
●  併せて実施した環境放射線測
      定の結果でも、使用済燃料の
　  受入に伴う周辺住民および環 
      境への影響は認められなかっ
      たことを確認

ここがポイント！！
立入調査の結果

 市からの報告事項

事 業 開 始 報 告

済燃料中間貯蔵施設

●  11 月 6 日に原子力規制委員
　  会から使用前確認証を受領  
      し、炉規制法に基づく事業開  
      始となった
●  引き続き、安全最優先で事業
　  に取り組むとともに、事業の 
      透明性を高め、地域に根差し
      た事業運営に努めていく

ＲＦＳ

ここでおさえる !
　第２６２回定例会の議決結果

　◎は全会一致、○は賛成多数、×は否決、－は採決なし　

● 

搬
出
先
の
明
確
化
は
？

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
示
す
搬
出
先
の
明
確
化

に
つ
い
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
国
に
求
め
て

い
く
の
か
。

以
前
か
ら
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
に
搬
出
す
る
よ
う
国

や
事
業
者
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
記
載

内
容
を
注
視
し
、
対
応
を
考
え
た
い
。

問答

１１月２５日開催
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No.32　令和７年１月号

◎ 第２６２回定例会　　　　　　　

議
案
番
号

件　　名
審
議
結
果

82 むつ市部設置条例の一部を改正する条例 ◎

83 むつ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ◎

84 むつ市立学校設置条例の一部を改正する条例 ◎

85
むつ市ふれあいスポーツパーク条例の一部を改正す
る条例 ◎

86 むつ市犯罪被害者等支援条例の一部を改正する条例 ◎

87
むつ市地域包括支援センターにおける包括的支援事
業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

◎

88
むつ市水道の布設工事監督者の配置及び資格並びに
水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正す
る条例

◎

89 指定管理者の指定について
（むつ市ウェルネスパーク外１施設） ◎

90
青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合
規約の変更について

◎

91
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変
更について

◎

92 市道路線の認定について ◎

93 市道路線の変更について ◎

94 市道路線の廃止について ◎

95
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結に
ついて （大間町） ◎

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名
審
議
結
果

96
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結に
ついて （東通村） ◎

97
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結に
ついて （風間浦村） ◎

98
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結に
ついて （佐井村） ◎

99
むつ市監査委員に選任する者につき同意を求めるこ
とについて ◎

100
むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意を
求めることについて ◎

101
むつ市教育委員会の委員に任命する者につき同意を
求めることについて ◎

102
むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者
につき同意を求めることについて ◎

103
むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選任する者
につき同意を求めることについて ◎

104 令和６年度むつ市一般会計補正予算 ◎

105 令和６年度むつ市水道事業会計補正予算 ◎

106
むつ市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例 ◎

107
むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例 ◎

108
むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例 ○

109 令和６年度むつ市一般会計補正予算 ◎

報 23 専決処分した事項の報告及び承認を求めることにつ
いて（令和６年度むつ市一般会計補正予算） ◎

ここでおさえる !
　第２６２回定例会の議決結果

議
案
番
号
等

議　

決　

結　

果

合　計 市誠クラブ 公明・自由 自民クラブ 陸奥未来 会派に属しない議員

佐
賀　

英
生

東　
　

健
而

野
中　

貴
健

大
瀧　

次
男

佐
藤　

広
政

住
吉　

年
広

櫻
田　

秀
夫

白
井　

二
郎

中
村　

正
志

佐
々
木　

肇

浅
利　

竹
二
郎

井
田　

茂
樹

冨
岡　

幸
夫

佐
々
木　

隆
徳

岡
崎　

健
吾

村
中　

浩
明

富
岡　

直
哉

高
橋　

征
志

杉
浦　

弘
樹

佐
藤　
　

武

工
藤　

祥
子

濵
田　

栄
子

賛　

成

反　

対

欠
席
・
不
在

議　　案 1 0 8 可 決 1 7 ４ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

                   
                        

  ★ 議案の内容や過去の賛否一覧も議会ホームページから見ることができます  →→→

 賛否が分かれた議案について、議員別に賛成・反対を公表します。
　　　　　　　　　　　　　　○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決時に不在。議長（冨岡幸夫）は採決に加わらない

各議員の賛否一覧

　◎は全会一致、○は賛成多数、×は否決、－は採決なし　
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No.32　令和７年１月号

福祉環境の充実

高齢者が安心して暮らせるよう医療 ・ 介護等の充実を！PICK UP

０１

現在、 活用していない公共施設を利活用してほしい！PICK UP

０２

旧町村地区で短期間の移住体験を実施してほしい！
PICK UP

０３

遊休公共施設の活用

市民の皆さまから意見交換内で

　　　いただいたご意見を一部紹介

参加者の声

人口減少対策

議
会
報
告
会 

及
び 

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

市
内
４
会
場
で
開
催
し
ま
し
た

※ 今回、掲載できなかったご意見につきましては、後日、むつ市議会ホームページで公開する予定となっております

参加者の声

参加者の声

第４分科会　「核燃料サイクルと

              使用済核燃料の中間貯蔵 ・ 最終処分」
意見のまとめ 

「再処理工場竣工の度重なる延期により、核燃料サイクルの見通しに強い懸念を抱いている。
最終処分地の選定も併せて、  国は国民の理解醸成に努めるべきである。」

意見のまとめ
「廃炉計画と次世代革新炉の研究開発については、それらの安全性の担保を最大限に重視し、

推進にあたり積極的な人材育成を行うとともに、放射性物質の最終処分場問題も早期解決を
目指すべきである 。」

使用していない児童館や閉校した学校の利活用方法を
市や市議会で若い人達と一緒に議論してほしい！

実際に居住しないとわからない部分もあると思うの
で、空き家を活用し、旧町村地区で短期間の（祭り等
のイベント時期に合わせる形でもいいので）移住体験
を行ってほしい！

１人暮らしの高齢者が孤立・孤独しないように対策し、
さらに安心して生活できる環境が充実してほしい！

１１月８日 ・ ９日
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福祉環境の充実

遊休公共施設の活用

市民の皆さまから意見交換内で

　　　いただいたご意見を一部紹介

人口減少対策

※ 今回、掲載できなかったご意見につきましては、後日、むつ市議会ホームページで公開する予定となっております

No.32　令和７年１月号

全国原子力発電所
地立 議会 ミットサ

　　10 月 31 日から 11 月１日に第 14 回全国原子力発電
所立地議会サミットが東京都で行われ、議長を含む５
名の議員が参加しました。本サミットでは「ＧＸ実現に
向けたエネルギー政策～原子力発電と立地自治体の在
り方を考える～」をテーマのもと、５つ分科会に分かれ
意見交換を行い、議論を深めました。

分科会テーマと意見のまとめ
第１分科会　「原子力政策と地域振興」

第２分科会　「脱炭素社会における原子力発電」

第３分科会　「原子力防災体制と避難計画」

第４分科会　「核燃料サイクルと

              使用済核燃料の中間貯蔵 ・ 最終処分」

第５分科会　「廃炉計画と次世代革新炉の研究開発」

　　むつ市議会が実行委員として初参加。

　　原子力発電所が立地する全国の市町村が抱

える問題を共有出来たことは有意義な時間と

なりました。交付金における課題等、これか

ら抱える問題を真摯に受け止め、持続可能な

地域を目指し、議論していかなければなら　

　ないと強く感じました。

意見のまとめ
「国策に協力してきた地域に対し、地域が活性化し、自立した地域

 となるための地域振興策に国が積極的に関与すべきである。」

意見のまとめ
「脱炭素社会及びエネルギーの安定供給のために、原子力発電は必要

不可欠であり、再生可能  エネル ギーと合わせてベストミックスで推
進するべきである。」

意見のまとめ
「国の責任において、地域の実情に即した避難経路となる複数の道路を

早急に整備するとともに、  放射線防護の知識についても普及促進を図
るべきである。」

意見のまとめ 
「再処理工場竣工の度重なる延期により、核燃料サイクルの見通しに強い懸念を抱いている。

最終処分地の選定も併せて、  国は国民の理解醸成に努めるべきである。」

意見のまとめ
「廃炉計画と次世代革新炉の研究開発については、それらの安全性の担保を最大限に重視し、

推進にあたり積極的な人材育成を行うとともに、放射性物質の最終処分場問題も早期解決を
目指すべきである 。」

参 加 議 員 の 所 感

　　　　　　第３分科会参加

　　　　　  　富岡直哉議員

　　　　　　第４分科会参加

　　　　　  　井田茂樹議員

　　　　　　第１分科会参加

　　　　　  　　　　　　　住吉年広議員　　　  冨岡幸夫議長　　　 佐藤広政議員

議会だより工事情報
今回号から「議会だより」表紙の題字を

　　　　　　「むつ☆かつ」美術クラブの生徒さんがデザイン！！

　　議会だよりでは、令和３年４月発行号から高校生の作品を表紙
絵へ採用する取組を始めてまいりました。この度、さらに市民皆
さまに関心を持っていただけるよう、市の未来を担う中学生の「む
つ☆かつ」美術クラブに「むつ市議会だより」表紙の「題字作品」を提
供していただくことになりました。

ここをチェック

表紙の

　　　　　　　題字作成の様子
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青
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岡
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：
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：
櫻
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秀

夫
・

村
中

浩
明

・
野

中
貴

健
・

佐
藤

広
政

・
中

村
正

志
・

井
田

茂
樹

発
行

／
む

つ
市
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会

　
　

作
成

・
編

集
／

広
報

広
聴

委
員

会
2
0
2
5
.1

.2
4
発
行

N
o

.
3

2
む

つ
市

議
会

だ
よ

り 前号に引き続き「青森大学むつキャンパス学生とむつ
市議会議員との意見交換会」で出された学生の意見を
紹介します。

編 集 後 記

  

複
合
娯
楽
施
設
が

　
　
　
　
　
あ
る
街
に

　

む
つ
市
内
ま
た
は
下
北
管
内
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
飲
食
施
設
、
遊
技
場
な
ど
の
施
設
が
集

ま
っ
た
大
型
娯
楽
施
設
が
あ
れ
ば
、
若
い
年
代
は
地

元
に
残
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
、
子
育
て
や
就
労
支
援
、
住
宅
支
援
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
政
で
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
若
者
の

定
住
率
が
改
善
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
道
路
整

備
や
バ
ス
運
行
の
増
便
な
ど
、
交
通
の
便
が
改
善
さ

れ
る
と
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
街
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

　
楽
し
め
る
施
設
が
ほ
し
い

　　

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
施
設
が
ほ
し
い
！

　

今
の
む
つ
市
に
も
公
園
や
体
育
館
な
ど
は
あ
る
が
、
公

園
の
数
が
少
な
く
、
冬
期
間
は
使
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
期
間
は
体
育
館
の
利
用
が
集
中
し
、
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
も
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
、
集
え
る
施
設
が
更
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　
　

ま
た
、
将
来
の
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

多
様
な
資
格
を
取
得
で
き
る
環
境
が
充
実
し
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

        　　　青森大学むつキャンパス生と
　　　　　　　　むつ市を語る ～ PART ２～ 

市民 の声
ＴＯＰＩＣＳＴＯＰＩＣＳ

綱
引
き
大
会
出
場

２
年
連
続
２
回
目

一 本 の 綱 を と お し て

む
つ
市
議
会

市 民 と 交 流

議員有志により、令和６年 12 月１日（日）に第 37

回むつ下北地域綱引大会に出場しました。２回目の出

場となった今年も一般男子の部で出場し、7 位となり

ました。綱引きを通して多くの参加者をはじめとする

関係者の皆さまと交流することができました。

　

実
現
で
き
た
ら
良
い
と
思
う
取
組
と
し
て
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
趣
味
の
充
実
」
の
為
に
ラ
イ
ブ
、
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
総
合
施
設
、
遊
べ
る
場
所
を
も
っ
と

増
や
し
て
ほ
し
い
！

　

働
く
環
境
の
充
実
の
た
め
に
、
給
料
が
高
く
、
働
く

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
街
！
む
つ
市
以
外
か
ら
の
交
通

の
ア
ク
セ
ス
も
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
人
と
つ
な
が
る
街
の
た
め
に
、
子
育
て
・
福

祉
へ
の
支
援
で
優
し
い
街
、
誰
で
も
教
育
が
受
け
ら
れ

る
環
境
と
し
て
、
大
学
・
専
門
学
校
等
の
機
関
を
も
っ

と
増
や
し
て
欲
し
い
！

　

市
民
の
声
を
聞
い
て
市
長
、
議
員
に
実
現
し
て
ほ
し

い
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
街
に

号  外

NEWS FROM MUTSU CITY COUNCIL

　　左側の記事にもあるけど、昨年に引き続き議員有志

　　で綱引き大会に参加。結果は惨敗 ( 泣 ) でもね、負け　

　 られない闘いはまだまだ続く。ライバル『広報むつ』　　

　に追いつけ追い越せで今年も『むつ市議会だより』

は頑張るど～‼（野中）

次回の定例会は２月１８日開会予定です


